神戸モスク、ヅル･ヒッジャ
ハッジの意義

ハッジ(巡礼)の意義
始めに
アッラー[image: image1.emf]

の従順な下僕の一つの段階であるウブディーヤは、全ての中で最も高い段階です。これがアッラーの御使い[image: image2.png]&)



が全ての段階の中で、彼自身のためにそれを選んだ理由です。アブー･フライラ[image: image3.png]


は伝えています。預言者ムハンマド[image: image4.png]&)



は言われました。「ジブリールが預言者と共に座っておられた時、彼は天使が降りて来ている天を見上げられ言われました。『アッラーがこの天使を創造されて以来、彼がこの世に降りて来るのは初めてです。』その天使が近づいて来て言いました。『ムハンマドよ、あなたの主はあなたが何になりたいかと尋ねるために私を送られました。王である預言者か、奴隷である預言者か？』ジブリールは預言者に言われました。『ムハンマドよ、主の御前で謙虚になりなさい。』預言者は答えました。『私は奴隷である預言者になる事を選びます。』」(イマーム･アフマド)　このハディースは、預言者ムハンマド[image: image5.png]&)



がアッラー[image: image6.emf]

の奴隷の身分を選んだ事をとても明白にしています。
私達の一部の兄弟達は、これらの慣習を行わなければならない理由を理解していません。彼らはその意義や目的やそれらの中に組み込まれた秘密を深く思慮する事無く、アッラー[image: image7.emf]

の命令に単に従っているだけです。イスラームの崇拝行為が重大性や意義もなく、ただ単に体や四肢の動作をする事ではないと気付くために、ムスリム達は理解を深める事が必要です。ウブディーヤの段階に達するために、つまりアッラー[image: image8.emf]

の本当の下僕となるために、あなたはイスラームの全ての行為の全ての動作の中に、意義と目的と秘密があると信じなければなりません。ムスリムがアッラー[image: image9.emf]

への崇拝行為をする時、それは主が彼(ムスリム)にそうするように命令されたからです。しかしもし同時に、彼がその秘密を理解しようと努力するならば、彼の心は平安になり、彼は現世と来世において、それらから完全な恩恵を得る事となるでしょう。
もし私達がハッジについて調べるならば、それぞれの規定された儀式は意義と目的と深遠な秘密がある事に気が付くでしょう。
ハッジの意義の熟考

預言者イブラーヒーム(アブラハム)[image: image10.png]


はアッラー[image: image11.emf]

の命令に従い、カアバとして知られる家(神殿)を砂漠に位置する場所に建てました。そこはマッカの町として急に成長して行きました。カアバが完成した時、アッラー[image: image12.emf]

は彼の愛する友に、全人類へそこへ巡礼しに来るように呼びかけるように命じられました。しかしそこは山々と広大な砂漠に囲まれており、イブラーヒーム[image: image13.png]


はどうしてその様な事が可能であろうかと驚き尋ねました。「我が主よ！どうして私の声が全人類に届く事ができましょうか?」アッラー[image: image14.emf]

は彼に言われました。「あなたの義務は呼びかける事です。あなたの言葉を広めるのは私達によります。」イブラーヒーム[image: image15.png]


は神殿の建設を指揮した石の上に立ち呼びかけました。「人間達よ！あなた達の主が家(神殿)を建てるように命じられ、あなた達にそこへ巡礼をするようにと招かれました。」山々はアッラー[image: image16.emf]

の招待が通るように謙虚に身を屈め、その声は地球上の隅々まで届きました。全ての創造物が、石と木々でさえそれを聞き、それは人類の陰部と子宮に入りました。それゆえ、その日から最後の審判の日までに巡礼を行う者は全て、「ラッバイカ･ッラーフンマ・ラッバイク!(私は御前に侍ります、アッラーよ！私は御前に侍ります！)」の言葉と共に、イブラーヒーム[image: image17.png]


の呼び掛けに応じているのです。アブドゥッラー･イブン･アッバースとサイード･イブン･ジュバイル[image: image18.png]


双方は、預言者ムハンマド[image: image19.png]&)



のこれらの言葉を伝え、それらはタフシール･アッ=タバラーニーに記録されています。
この出来事の重要さはとても偉大なため、もし知的生物が最近の1004年を通してこの惑星上の全ての社会活動を観察していたならば、全ての種と民族の中で見つかった変わらない普遍的な行為とは、礼拝におけるムスリム達の連続的な輪と、その中心点カアバ神殿への年一回の巡礼でしょう。彼らはこれが地球の中心であると、もしかしたら宇宙の中心とさえ推断するかもしれません。
信仰告白、礼拝、斎戒、ザカート(富に対する税)と共に、マッカへの巡礼はイスラームの5つの柱の1つです。アッラー[image: image20.emf]

は、旅行するに足る富を所持する健全な精神と身体を持つ全ての男女に、人生一度の巡礼を義務とされました。；……この家への巡礼は、そこに赴ける人びとに課せられたアッラーヘの義務である。……；イムラーン家章(アーリ･イムラーン)3:97　アッラーの御使い[image: image21.png]&)



は言われました。「ハッジは一度である。再度巡礼に行く者にとっては、それは自発的な任意の崇拝です。」(サヒーフ、アブー･ダウード、アフマド、アル=ハーキム)
アッラー[image: image22.emf]

は聖クルアーンの中で私達に教えて下さっています。；巡礼（の時期）は周知の数月である。それでその間に巡礼の務めを果たそうと決心した者は、巡礼中、猥褻な行いや不道徳な行いを慎しみ、また論争してはならない。あなたがたの行う善いことを、アッラーは知っておられる。旅の準備をしなさい。だが最も優れた準備は篤信の念である。あなたがた思慮ある者よ、われを畏れなさい。；雌牛章(アル･バカラ)2:197　ハッジを正しく行う事は、罪による負の効果からあなた達の魂を清め、あなたをアッラー[image: image23.emf]

へより近づける事でしょう。預言者ムハンマド[image: image24.png]&)



は言われました。「この家(カアバ神殿)へ巡礼する者は全て、性的興奮を起こすかも知れない如何なる接触も避け、犯罪や宗教上の罪をやめるべきです。彼は罪から清められ、まるで新生児のように純粋な状態に戻るでしょう。」そして彼はまた言われました。「受け入れられるハッジの報奨は楽園である。」もしハッジを行う資産があるのならば、私達全てにハッジを行う事を彼は推奨しています。そして彼は、資産があるにも関わらず行かなかった人々についても、「ハッジを行う資産はあるがしなかった人は、キリスト教徒やユダヤ教徒として死ぬ事を選ぶがよい。」と言って警告されました。
もし地球上の人類の活動が遠くから観察されていたのなら、全ての人種と民族で統一された絶え間ない行為とは、永久の礼拝の輪とその焦点への年に一回の巡礼でしょうと言われています。彼らはこれが地球の中心、もしかしたら宇宙の中心であると推断するかもしれません。
ハッジの儀式

アッラー[image: image25.emf]

はハッジを徴と教訓として人類に定められました。もし私達がハッジのそれぞれの段階を調べるならば、巡礼者の中にいるか家に留まった人々の中にいるか、最初から最後まで、それは全ての信仰者達のために深く明白な証を含んでいる事に気が付くでしょう。ハッジの儀式は、アッラー[image: image26.emf]

の唯一性と統治権と彼の創造物に対する主権を確定し、彼らの主であり維持者であられる方に対する、人類の絶対的な依存を思い出させます。
もしあなた方がイフラームを着て、タウワーフとアッ=サアイーを行い、アラファに立ち、シャイターン(悪魔)に石を投げる巡礼の儀式を熟考するならば、それぞれの儀式が現世と来世へのあなたの旅路双方に関連のある、深い意味を持っている事に気が付くでしょう。受け入れられる仕方でハッジを行うためには、服従と誠実さと謙虚さと、信仰者達が現世と来世で成功するための全ての良い性質を要求されます。
イフラーム

ハッジをする意思を持って私達の家からアラビアの地への旅を始めた後、私達は聖マッカ市の境界地点である、指定されたミーカートへ到着します。ここで私達は日常の衣服を脱ぎグスル(淋浴)を行い、男性はお墓に埋葬される時に体を包むために使う2枚の布の様な、白く縫い目のない簡素な二枚の布に着替えます。イフラームとして知られているこれらの布は、アッラー[image: image27.emf]

の家へのこの旅路を始める事によって彼が日常の世俗的生活を離れたという事を巡礼者に喚起します。ある日あなた達は現世を離れなければならず、そしてその時、あなた達には如何なる選択もない事を思い出すべきです。同様にあなた達は、全ての世俗的財産を背後に残して去らなければならず、あなたが行った善い行い以外はあなたのためになるものは何もありません。アナス[image: image28.png]


は伝えています。アッラーの御使い[image: image29.png]&)



は言われました。「三つのものが死者について(墓場へ)来ます。彼の家族と財産と行いと。このうち二っは去ってしまいますが、一つは残ります。彼の家族と財産は去ってしまいますが、行いは残ります。」(アル=ブハーリー＆ムスリム)　ハッジを行う事によって、罪からあなた達自身を清めている事を忘れてはなりません。それゆえあなた達が日常の衣服を脱いだ時、あなた達は自身の人生から、アッラー[image: image30.emf]

を怒らせる全ての事を取り除く意思を持つべきです。葬儀の包みに似ている二枚の縫い目のない白い布を着る事は、彼がこの世俗的生活の装飾から離れた証であり、主に会うための準備です。死体用と同様の布を着る時は、男性にとって何と素晴らしい喚起となる事でしょう。もし彼がこの考えをいつでも心と頭に持ち続けたならば、これは死後のためとなる行為をする事によって、残りの人生を正しく振る舞うように彼を導かないでしょうか?
それゆえ私達はグスル(淋浴)を行い自身をこれら2枚の布に包む時、墓まで一緒に行き、地獄の業火の懲罰と、その責めの理由となる如何なる悪い行為にも決して戻らないという、誠実な意思を持つべきである事を忘れてはなりません。全てのハッジの儀式を終えて、あなたの家と家族と仕事へ戻った後は、あなたが主とまみえるまで、全ての残りの人生においてこの気持ちを保ち続ける様に努力すべきです。
タルビーヤ

イフラームを着た後、巡礼者はタルビーヤ「ラッバイカ･ッラーフンマ･ラッバイク!」を大声で読み始めます。この叫びはこの世俗的生活の装飾を離れる決意を強固にします。なぜなら彼が「私は御前に侍ります、アッラーよ!」と宣言した時、それは彼が利己的満足をする行為を拒否し、主を喜ばせる行為を受け入れた事を意味します。まず最初にすべき事は、万物と全ての事が、パートナーもなく唯一であられるアッラー[image: image31.emf]

の存在のおかげであるという事を強く確信する事です。
タウワーフ

タウワーフとは、カアバ聖殿の周りを黒石を起点に反時計回りに7周する事です。私達は謙虚に畏敬の念を持ち、注意深い心を持ち、不必要な会話を慎み、目線を慎み、アッラー[image: image32.emf]

を絶え間なく唱念し続けるように努力し、できるだけ感情を込めて彼に祈祷しながらタウワーフをするべきです。これの理解に欠ける一部の観察者達はこの様に言うかもしれません。「しかしあなた達はあれらの石々を崇拝しているのです！　あなた達と偶像崇拝者達は何が違うのですか?」しかし私達はこれらの石々を崇拝していません。私達はアッラー[image: image33.emf]

が命じられたようにそれらに敬意を表します。けれども私達の崇拝は、彼の下僕達のための聖なる徴として地上にカアバを据えられた唯一の御方へのみに向けられています。
私達がカアバを周る時、アッラー[image: image34.emf]

への崇拝で周っている全ての全宇宙との調和に私達自身を持って来る事によって、アッラー[image: image35.emf]

の唯一性を確認しています。彼の全宇宙は、最も小さい原子から最も大きい星々まで、彼がそれらと一緒に創造された法則に従って周っています。；40. ……それらは，それぞれの軌道を泳ぐ。；ヤー･スィーン章36:40　タウワーフの中で私達は、彼の命令への服従を強固にし、彼の他の創造物との完全なる調和を持って行動しています。日常生活に戻った時も、私達はそれを達成するよう努力すべきです。
預言者ムハンマド[image: image36.png]&)



は言われました。「黒石は地上におけるアッラー[image: image37.emf]

の御手です。それによって、ある男が兄弟と握手をするように、彼は下僕達と握手されます。」ウマル[image: image38.png]


は黒石に向かって言いました。「あなたは唯の石に過ぎない。そしてもし私がアッラーの御使いがあなたに接吻しているのを見なかったならば、私はそうしなかったでしょう。」そして彼は、親愛なる指導者であり友人であった方を思い出し涙を流しました。もし私達がこの行為の意味を熟考するならば、それは私達の服従と謙虚さの報奨として、アッラー[image: image39.emf]

は私達に彼に近づく事を御許し下さったという事です。私達が戻り日常の仕事を始めた時から、主にまみえるまでの残りの人生の間、この服従を保ち続けるように努力すべきです。
アッ=サアイー
アッ=サアイーとは、タウワーフを行った後、サファーとマルワの丘の間を7回往来する事です。
；158．本当にサファーとマルワは、アッラーの印の中である。だから聖殿に巡礼する者、または（小巡礼のためにそれを）訪れる者は、この両丘をタワーフ（回巡）しても罪ではない。進んで善い行いをする者には、本当にアッラーは嘉し、それをよく御認め下さる。；雌牛章(アル･バカラ)2:158
アッラーの御使い[image: image40.png]&)



は言われました。「アッ=サアイーをしなさい。アッラーの御名によって、あなた達全てがそうするように命じられました。」(イブン･マージャ、アフマド、アッ=シャーフィイ)　アッ=サアイーをする時、目線を低くし、不必要な会話を慎み、絶え間ないアッラー[image: image41.emf]

への唱念と祈祷であなた自身を没頭させるべきです。それだけではなく、行為であれ言葉であれ、どの経過においても人々を傷つけない様に気をつけるべきです。あなたは自身の卑しさと不完全さを感じ、あなた達の心を導き魂を清め人生を正すために、アッラー[image: image42.emf]

を必要としている事を感じるべきです。
巡礼者がサファーとマルワの丘の間を走る時、それは私達が来世へと急ぐべきである事を喚起します。なぜならアッ=サアイーの意義は「急ぐ事」であるからです。アッラー[image: image43.emf]

はアッ=ドゥンヤー(現世)について仰っています。；15．かれこそは、大地をあなたがたに使い易くなされた方である。それでその諸地域を往来し、かれの糧を食べるがよい。そして復活の時にはかれに召されていく身である。；大権章(アル･ムルク)67:15　アッラー[image: image44.emf]

は私達に座るように命令されませんでした。彼が私達へ保証された条項を私達が受け取るのは歩く事によってです。アッラー[image: image45.emf]

は来世について仰っています。；133．あなたがたの主の御赦しを得るため、(急いで)競いなさい。天と地程の広い楽園に（入るために）。それは主を畏れる者のために、準備されている。；イムラーン家章(アーリ･イムラーン)3:133　急ぎなさい、時間を少しも浪費してはなりません。なぜならアッラー[image: image46.emf]

は、御赦しを得るために努力している人々以外には、御赦しを保障されていないからです。それゆえアッ=サアイーの初めと終わりの間(一端からもう一端)を歩く時、巡礼者が走るべきである区間があります。そしてこれは来世へ急ぐ事を私達に喚起します。同様に、私達の人生の初めと終わり(生まれてから死ぬまで)の間、善い行為をする事ができる間にそうする事によって、アッラー[image: image47.emf]

の御赦しを得る努力をしなければならない時があります。ハージャルが、彼女の赤ん坊のイスマーイール[image: image48.png]


のための水を探して、これらの丘の間をどの様に走ったかを考えて見ましょう。最後に彼女が疲れ切って諦め、絶望の中でアッラー[image: image49.emf]

へ助けを求めた時、アッラー[image: image50.emf]

は赤ん坊が寝ていた場所から湧き上がらせた水によって彼女に報いられました。それは彼女とイスマーイール[image: image51.png]


、その日から今日までの全ての巡礼者を新鮮な水で満たしています。これは私達が自身の四肢の動きで必要物を求めるべきであり、しかしもし私達がアッラー[image: image52.emf]

の御助けを得ようと望むならば、アッラー[image: image53.emf]

へと戻るタワックルが必要である事を示しています。
私達は生計をたてるために毎日東奔西走して生涯を過ごします。私達がアッ=サアイーをどの様にしたかを記憶に留める事ができさえし、私達に供給されるのはアッラー[image: image54.emf]

であられる事に気が付きさえすれば、そしてサファーとマルワの間を急いだ時にしたように、彼一人に頼り従い唱念する事が私たちの義務です。その後で真の信仰が私たちの心から湧き上がり、このイーマーン(信仰)の光によって、東西にイスラームの神託を持ち込むことでしょう。これが私達が主にまみえるまでの残りの人生で、私達が記憶に留めるようとすべきなアッ=サアイーの秘密です。
アラファ
ここまでのハッジの全ての儀式は死に備えての訓戒です。巡礼者達がアラファに集まる時は、アッラー[image: image55.emf]

が全ての魂を甦らされ、勘定するために彼らの行為を集める日のための稽古です。そしてそれがアッラー[image: image56.emf]

が巡礼章(アル･ハッジ)を以下の内容で始められた理由です。；1．人びとよ、あなたがたの主を畏れなさい。（審判の）時の震動は、全く一重大事である。2．その日あなたがたは見るだろう。凡ての哺乳する者は、哺乳することを忘れ、凡ての妊婦はその胎児を流し、また人びとは酔わないのに、酔いしれたように見えよう。思うに、アッラーの懲罰が厳しいからである；巡礼章(アル･ハッジ)22:1-2
ムスリム達が彼らの家族と所有物を離れて、アラファに立ち大声で「私は御前に侍ります、アッラーよ、私は御前に侍ります。」と唱え彼に容赦を求めた時、私達が以前に言及した通り、彼らは私達の父イブラーヒーム[image: image57.png]


によって人類へ初めて与えられたアッラー[image: image58.emf]

の呼びかけに答えているのです。アラファの平原に立つ事は、地面が平らになり、現世での行為を審判されるために私達全てが墓から呼ばれる「復活の日」を、私達に思い出させるための徴です。これが、アッラー[image: image59.emf]

が巡礼章(アル･ハッジ)を以下の内容で始められた理由です。；1．人びとよ、あなたがたの主を畏れなさい。（審判の）時の震動は、全く一重大事である。2．その日あなたがたは見るだろう。凡ての哺乳する者は、哺乳することを忘れ、凡ての妊婦はその胎児を流し、また人びとは酔わないのに、酔いしれたように見えよう。思うに、アッラーの懲罰が厳しいからである；巡礼章(アル･ハッジ)22:1-2　なぜアッラー[image: image60.emf]

は、巡礼章(アル･ハッジ)の始まりで、審判の日を私達に喚起しているのでしょうか?　全ての(皮膚の)色と種族と言語と国籍の巡礼者達が、この世界の全ての地域から一つの場所に集められ、市民から王子を見分けるための家や宮殿もなく、2枚の同様の白い布を着て灼熱の太陽の下で一緒に苦しむのは、これが審判の日の稽古であると知るためであるとのみ私達は見なさなければならないでしょう。アッラー[image: image61.emf]

は聖クルアーンで私達にこの様に警告されています。；15．人びとよ、あなたがたはアッラーに求める以外術のない者である。アッラーこそは、富裕にして讃美すべき方である。16．もしかれが御望みならば、あなたがたを退けて、新しい創造物を齎される。17．これは、アッラーにおいて最も易しいことである。；創造者章(ファーティル)35:15-17
アラファで対等に兄弟姉妹達と合流して、アッラー[image: image62.emf]

の御前で謙虚に立つ時、あなた達の絶対的な欠乏とアッラー[image: image63.emf]

の必要の真実に気付くべきです。なぜなら地位を高めあなたに権能を与える事によって彼が応じられるのはそれからだからです。私達は、これがバドルの戦いの間のアッラー[image: image64.emf]

の御助けの理由であると思い出すべきです。；123．アッラーは、あなたがたがバドルで微弱であったとき、確かに助けられた。だからアッラーを畏れなさい。きっとあなたがたに感謝の念が起きるであろう。；イムラーン家章(アーリ･イムラーン)3:123
もし全てのムスリム達が、アッラー[image: image65.emf]

の御前においての無力な立場に気が付いているのならば、彼はムスリム達の許に来られ、彼らから苦痛を取り除かれるでしょう。巡礼者達は、アラファでとても明白であった彼自身の欠乏と(アッラー[image: image66.emf]

の)必要の認識を保ち続けるように努力すべきです。そして残りの人生において、主の御前でのこの謙虚な気持ちを、保つように努力すべきです。
ラミー･ジャマラー
アラファに立った後、暑い午後にアッラー[image: image67.emf]

の御前に侍る状況を思いながら、私達はムズダリファで夜を過ごします。私達の過失をはっきりと見てそれらを止めようと望むための、何て素晴らしい機会なのでしょうか。この時に私達は、心から追い出したいと望んでいるこれらの欠点を象徴する小石を集めます。定められた時に、巡礼者達はシャイターン(悪魔)を象徴する3つの石柱があるミナーへ進みます。巡礼者達はムズダリファで集めた小石を、それぞれが心から彼らの悪い性格の一つを取り除く事を意図して、心が清められるためにこれらの石柱に投石します。
シャイターンは概して人類、特にムスリムにとって真にとても悪意のある敵です。彼は巡礼者達を誘惑によって虜にし、彼らを罪と不服従の罠にかけようとします。それによって彼らが怒り、彼らのハッジがアッラー[image: image68.emf]

に受け入れられなくなるだろうからです。
シャイターンへの投石の儀式は、アッラー[image: image69.emf]

が夢でイブラーヒーム[image: image70.png]


に、彼がすでに80歳に届いた後に生まれたためにさらに大事な唯一の愛する息子イスマーイール[image: image71.png]


を、殺すように命令した時を私達に思い出させます。イブラーヒームとイスマーイール[image: image72.png]


がアッラー[image: image73.emf]

に従おうと準備している時、シャイターンはハージャルの許へ行き言いました。「あなたの夫は、愛する息子イスマーイールを犠牲に捧げようとしている！彼を止めなければならない！」しかし彼女はシャイターンに投石し彼を追い払いました。その後シャイターンはイスマーイール[image: image74.png]


の許へ行き言いました。「あなたの父はあなたを殺そうとしている！逃げなさい！」しかしイスマーイール[image: image75.png]


はシャイターンに投石し彼を追い払いました。その後シャイターンはイブラーヒーム[image: image76.png]


のもとへ行って「80歳になった後で授かった唯一の愛する息子を、あなたは本当に殺そうとしているのですか?」と言いました。しかしイブラーヒーム[image: image77.png]


はシャイターンに投石し彼を追い払いました。アッラー[image: image78.emf]

がイブラーヒームの家族[image: image79.png]


の服従を見た時、彼はイブラーヒーム[image: image80.png]


を約束から解放する事によって彼らを報奨しました。；101．それでわれは、優しい思いやりのある男児を（授けるという）吉報を伝えた。102．（この子が）かれと共に働く年頃になった時、かれは言った。「息子よ、わたしはあなたを犠牲に捧げる夢を見ました。さあ、あなたはどう考えるのですか。」かれは（答えて）言った。「父よ、あなたが命じられたようにして下さい。もしアッラーが御望みならば、わたしが耐え忍ぶことが御分りでしょう。」103．そこでかれら両人は（命令に）服して、かれ（子供）が額を（地に付け）うつ伏せになった時、104．われは告げた。「イブラーヒームよ。105．あなたは確かにあの夢を実践した。本当にわれは、このように正しい行いをする者に報いる。106．これは明らかに試みであった。」；整列者章(アッ･サーッファート)37:101-106

それゆえ私達がこれら3つの石柱に投石する時、それは私達の欠点に注意を引き寄せ、シャイターンの誘惑から私達を清める欲求を強めます。この投石は私達がシャイターンを最悪であり、最も危険な敵であると見なしている事をアッラー[image: image81.emf]

へはっきりと証明しています。シャイターンが誘惑しようとした時に私達が気付き彼を打ち負かす事が出来て、そして私達が主に良い状態でまみえる事ができるように、全ての巡礼者達と私達全ては、人生全てにおいて忘れるべきではありません。
犠牲
アッラー[image: image82.emf]

は、イスマーイール[image: image83.png]


の場所で犠牲に捧げるための羊を彼らに与える事によって、イブラーヒームの家族[image: image84.png]


の服従を報奨されました。アッラー[image: image85.emf]

は、巡礼者達にこの犠牲を記念するように命じられました。；28．それは自らの（現世と来世の）御利益に参加し、また定められた日の間、かれがかれらに与えられた（犠牲の）家畜の上にアッラーの御名を唱え、それから『あなたがたはそれを食べ、また困窮している者にも食べさせなさい。』；巡礼章(アル･ハッジ)22:28
アッラー[image: image86.emf]

は犠牲の肉を必要とされず、貧者への施しに使うべきであると明白に定められています。彼が巡礼者に求める事は、彼への帰依と服従の立証です。；36．また（犠牲の）ラクダ（や牛）を、われはあなたがたのためアッラーの儀式用とした。それらにはあなたがたへの（多くの）利益がある。（犠牲に供えるに当り）並べて、それらの上にアッラーの御名を唱えなさい。そしてそれらが横ざまに倒れ（動かなくなっ）たならば、あなたがたはそれを食べ、また口に出して請わない者、物請いする者たちに食べさせなさい。このようにそれらをあなたがた（の用）に供させるのもあなたがたに感謝の念を起させるためである。37．それらの肉も血も、決してアッラーに達する訳ではない。かれに届くのはあなたがたの篤信〔タクワー〕である。このようにかれは、それらをあなたがた（の用）に供させるが、これはあなたがたへのかれの導きに対し、アッラーを讃えさせるためである。善い行いの者たちに吉報を伝えなさい。；巡礼章(アル･ハッジ)22:36-37　
アッラー[image: image87.emf]

は寛大であられ、私達にハッジ(巡礼)をする事をお許し下さりました。私達は貧者に食物を与える事によって、彼に感謝と従順さを表さなければなりません。そして私達は残りの人生において、このアッラー[image: image88.emf]

への感謝の気持ちと、それら貧者への寛容さを保ち続けるよう努力すべきです。
預言者モスクへの訪問

マディーナは預言者[image: image89.png]&)



の聖地です。そこは彼がマッカの迫害から逃れ移住した場所です。アブー･サイード･アル=フドリー[image: image90.png]


は伝えています。預言者[image: image91.png]&)



は言われました。「……アッラーよ、イブラーヒームはマッカを尊び神聖であると宣言しましたが、私はマディーナを聖地であると宣言しました。アイルとウフドの山の間の領域です。その領域では、いかなる血も流されず、また、(戦うための)武器の携帯も許されず、飼料用を除き木の葉も落とされません。アッラーよ、私達の町を祝福し給え。アッラーよ、豊かな食糧で、多量の収穫物で、更に豊かな食糧で、更に多量の収穫物で私達を祝福し給え。アッラーよ、私達の町を祝福し給え。アッラーよ、倍の祝福を与え給え。私の生命の主に誓って申しますが、マディーナまでの谷や山道は全て、二人の天使によって庇護されています。……」(ムスリム)　そしてアブー･フライラ[image: image92.png]


は伝えています。預言者[image: image93.png]&)



は言われました。「信仰は蛇が巣穴へ来るようにマディーナへ来ます。」(アル=ブハーリー、ムスリム)　そして彼は言われました。「マディーナで死ぬ事が出来る者にはそうさせなさい。私はマディーナで死んだ者のための証人となるでしょう。」(アッ=ティルミジー、イブン･マージャ)

　アナス･イブン･マーリク[image: image94.png]


は伝えています。預言者[image: image95.png]&)



は彼のモスク(預言者モスク)に関して言われました。「私のマスジド(マディーナの預言者モスク)での礼拝は、マスジド･ハラーム(マッカのカーバモスク)を除いた、他のマスジドでの礼拝より千倍も優っている。そして、マスジド･ハラームでの礼拝は、他のマスジドでの礼拝より十万倍も優っている。」(ムスリム、アフマド、イブン･ヒッバーン)　また彼は言われました。「私のマスジドで、40回の礼拝を一度も逃す事無く行った者には、アッラーは業火からの解放と、懲罰からの解放と、偽善からの解放を与えられるでしょう。」(アフマド、アッ=タバラーニー、アッ=ティルミジー)
それゆえマディーナ市と預言者モスクを訪れる事は、アッラー[image: image96.emf]

へ更に近づくための良い方法です。預言者モスクと彼[image: image97.png]&)



の墓近くの聖域を訪れる時は、彼の模範に従い彼の仲間になるという彼への約束を新たにする時です。これを成し遂げるためには、彼が私達にもたらした事に従順であるようにいつも努力しなければなりません。なぜなら彼は言われました。「私の全ての人民は天国に入るでしょう。拒否された者以外は。」教友達は彼に尋ねました。「誰が拒否されるでしょうか?」彼は答えられました。「私に従う者は天国に入るでしょう。そして私に背く者は拒否されるでしょう。」

私達が預言者モスクを訪れる時、これは彼[image: image98.png]&)



が教友達[image: image99.png]


と共に歩いた土地であると思い出すべきです。ここが、そこから世界の隅々までイスラームが広がった場所です。私達が戻って来た時、預言者ムハンマド[image: image100.png]&)



との誓約を新たにし、彼の教えに全力で従うように努力し、そして私達の残りの人生の間、アッラー[image: image101.emf]

への服従を留めるべきです。

ムスリム達がハッジから戻って来た時に私達が自問すべき事柄は、別資「ハッジの後には」をご覧下さい。
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